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はじめに

中期カムライグ語の読み方

Orgraff a Chynaniad Cym.raeg Canol 
Hiroshi Mizutani 

水谷 宏

かつての日本では、 中期カムライグ語に限らず、 カムライグ語そのものの文
献資料が皆無だ

、
ったと言っても決して過言にはならなかった。そのような1960

年代の事情に比べ、 昨今では、 相当数に登る文献が入手できるようになった。
また、 留学等の目的で、 現地を訪れる日本人も増し、 そうした機会に、 現地で
貴重な文献資料を目にすることもできるような 時代になった。 「カムリ学J
Astudiaethau Cymreigや「カムライグ語研究J Astudiaethau Cymraegの分

野において、 そのようなことばすら日本では聞くことのなかった時代に比べれ
ば、 現在の状況には格段の相違がある。

こうした状況にあって、 これから真剣にカムリ学なりカムライグ語研究に取
り組もうとする若い学徒の方々の 一助となればとの願いから、 このような報告
を纏めることにした。 しかし、 蓄えれば、 大学院での週 一 回90分授業で半年
分の授業内容を、30分に凝縮して話すため、極めて主要な特徴のみに限定して

紹介することにする。
カムライグ語の綴り字と発音の関係については、以下の発言が 一般的である。

1) Bowen, J. T. and Rhys Jones, T.J. (1960: 11.) 'Welsh is fa剖y

phoneticallywritten and each individual letter, with one or two exceptions,
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represents one sound only The nllmber of sounds that will be new are feL

and when mastered,、 in present little or no dEculty'

2)MOrris」 ones,J.(1913:11.)`§ 8.The orthography of Mn.W is,7"“′

P“凛インp■ttθ力じeach letter ofthe alphabet has one stЯ ndard sount except

y whch has two.It w皿 therefore be convettnt to give the values of the

letters h the modern alphabet,alld then,“ ing the modern characters tO

represent the sollnds of the langtlage,to show in detail how each sollnd WaS

wntten in earlier pe五ods,noting nny chnnges whth have taken place h the

soコ nds themselves.'

より正確には、上記の太字の斜字体部分筋壺ケノb“ιれ4/%b“ ′′勒

"め

22θ力″′の ,力
“

θιね颯ア と,力
“

θι″′とは、それぞれ ,力"鍛 ″ 及び

"b27α

ゴσ′とすべきであろうが、邦訳では、それぞれ「発音どおりに」「発音

どおりの」とすれば支障はない。従つて、「極めて主要な特徴のみに限定」して

も、それなりに役立つものと思われる。

1.中期カムライグ語の母音体系 と子音体系

以下に、strachan,」.(1909,Mods Jones,J.(1913),Bauぬ も,J(19241,
Evans,D.S(1951),」 ackson,K.(1953),Evans,D.S,(1970の 著作を参考に要

約する。

つ 母音 y■濃面五d:A:単 (―)母音 y nafariaid syd(al短母音 y

uafariaid byr:ノ ιLo,ε,0,0,I′ lb)長母音 y nafariaid hir:ノ c.lLc,o,iノ B:

二重母音 y deuseLhid:(D前方型 y deuseinittd sプ n nithro i鍮■。Liad/1/:

ノa19c19 oxI■ 饉ノtbl後方型 y deusehraid sプ n nithroi wihad/び ノao,εo,■

“
ノ

2)子音 y cytseiniaid(左 側=無声音、右側=有声音)

閉鎖音

鼻 音

摩擦音

側面音

顔動音

半母音

唇 唇 歯 歯 硬 軟 声

歯     茎   口  口  門

音 音 音 音 蓋 蓋 音

pb      td   kg

■ m     ln  iη
fv Oё s     x   h

l     l

r   r

Vヽ                                  」
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Ⅱ。中期カムライグ語の綴字法
以下、M∝直s」Ones,J.(1919,Evans,D.S.(1951)に 基づき概要を経める。
母音 :開き母音の ノちcr;ん ,。ノの綴りはかなり安定しているが、その他の母

音の綴りは不安定な部分が多く、以下の指摘がある。
`The vOwel s01lnds み ら の α 巧 except h cert,ln diphthOngal

COmb■戯 Ons,have prObably undergone nO material challge■ Om the O.w
pe五 od tO the present day;the s。1lnds c e c have always been represented

け the characters■ o,0,and the sOluldゴ always by i,with sOme exceptiOns

h Early Ml.W...'(MOr五s」Ones,J.(191311‐ 12)

子音 :「閉鎖音」では「無声 /有声」の区別が示されず、「摩擦音」では可成
の数の「異綴宇」が観察される。従って、各種の「変異」が表記されないこと
が多い。次の指摘がある。`DttEa'r prifnOdwedぬ On.M"咀 HG.ce士μ 4ο nm
aこ /1… .Mewn Cc.cynnar dynO出 FgaxI場 %ィ″―主な特徴は次の通りで
ある。古期カムライグ語ではoこ gは、β ぁοとなる。初期の中期カムライ
グ語では、ズ /1・/音)は ら

`ィ
7(の文字)で表される。一 Evalls,D.S.(1951:40

1)母音の「異綴字」 D文字 yが表す母音 :/払 払 /1/,″ コ呼呼d/mon3/,
ke島ぼ/keflr/,ぃ as/dmoy,/e/:yttdrych/Omdrctt D文 字 iが表す母音 :仏
aガ4払 ″:nit/ni砒 meとしav/mε

“

taV/,iSidなる/,0文字 u,vが表す母
音 :″ :un,vn/υ,cD母音 ′o/を表す文字 :■ u,v:d祠,/d熱、urth,wぬ
/orO/,al文字 e が表す″ /e/以外の母音 :ノo/:e″,er/Or/,dech戸呼gu
/dЭxomogゴ

2)子音の「異綴字」 al「有声子音」が「無声子音」を表す文字で表記され
る :/bdgノ → p,t,び map/mab/,nlt/nid/,魯 山dic/9w18dlgん blノ1/→ t,a th:
argluit/argl“ /,mynyd/mon6/,Oeth/歯 /,Dり →r lrhは用いられない):
retec ttεdeg/,racな。9/,/1/→ ■lynn/1m/,casね1なast」 .

9結論 `The OrthOgraphy varied much dwhg this pe五〇d,and was at ttrst
h an llnsettled state.'師 Orris」Ones,J.1913:7)の 指摘を待つまでも無く、中
期カムライグ語の「綴字法」は、極めて変化に富んでいた。人の発音を忠実に
ローマ文字を用いて書き表す努力が見られ、標準化はあまり進んでいない。
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